第29回　第2部会（生活環境）開催報告

日　 　時　　 　平成21年　10月29日（木）　午後6時30分～午後8時10分

場　 　所　　 　市役所　第2委員会室

出 席 者　　　 大山口光雄・鎌田和子・塩沼和雄・関川昭雄

議　　 題　　　　運営委員会・特別委員会の報告・第2部会の今後の方針について

· 大山口部会長より「市民自治推進委員会」の委員の退会や出席者減少などで各部会が開催されない状況や、流会があり、今のままで良いのかと言う意見があり、今後については月一度「特別委員会」を立ち上げ自治推進委員会のあり方を検討する。そのために、各委員の「まちづくり基本条例」への共通認識と議論を深めるために基本条例を学習するとの報告があった。

· 報告を受け、各委員より下記の発言があった。

・ 各部会の委員が減り、少ない人数で何ができるのか課題はそこにあるのではないか。

・ 第1部会の意識のレベルと他の部会の意識との温度差をどのように埋めたら良いのか。

· 「まちづくり基本条例」を市民目線で見ることが必要ではないか。市民がどんなまちづくりを望んでいるのか、方向性が見えていない。

· 特別委員会で、各委員が基本条例の認識や理解度を議論した結果、１から基本条例を勉強していくことになったので協働のまちづくりとは何か、市民目線で提言できることは何か、これから考えていくことになる。

· 第2部会として、昨年は「家電等の不法投棄防止に関わる提言」と外部評価の中で事業費の節約を掲げてやってきたがターゲットを絞りきれていない。

· コスト面から事業仕分けをやるべきだと思ったが、具体的な方向性は見えていない。何をテーマにするべきか迷っている。今回始めて10項目の事業仕分けを行ったが、1項目が削減との統一意見が出たが、後は検討すべきとの結果だった。大きな事業仕分けをするのは難しい。事前に事業内容を勉強しなければならない。

· 事業仕分けはクリンクルセンターなどの大きな事業をやるべきではないか。

· クリンクルセンターの費用を簡単に削減できないのではないか。

· 国は、20２0年までに1990年比25％の温室効果ガスの削減を打ち出している。各地方自治体にも具体的な取り組みを求められると思うので、「環境」は第2部会のテーマになるのではないか。

· バスの燃料に水素を使うクリーンエネルギーの実験が始まっている。市も将来のエネルギーを真剣に考えるべきだと思う

· 市民も職員も能力アップすれば、意見を整理して政策に盛り込めるのではないか。夕張市の破綻を招いた原因を考えるなら、双方が意識を高め将来のまちづくりを真剣に考える必要がある。民間の事業は身を削って経営している。

· 市民と行政と真の協働ができるのか、議会もチェック機能をしっかり果たしてもらいたい。

· いろいろな意見が出たが、今後特別委員会の議論を踏まえ、第2部会としても、早急にテーマを決めないで、皆で議論をした方が方向性も見えてくるのではないか。

· 次回日程は12月18日と決定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　記録　鎌田

